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第 22回生コン技術大会の開催にあたって（大会概要） 

◎はじめに 

生コン技術大会は、第１回が昭和５６年に開催されて以来、今回で第 22 回を迎えま 

す。第２１回はコロナ感染拡大防止の観点から大会は中止、研究発表論文集の発刊とな

りました。生コン技術大会の開催は４年ぶりとなり、今回は「TRY EVERYTHING 技
術で創る未来への扉」を大会キャッチフレーズとし、スランプフロー・環境配慮・試験・

舗装・暑中・生コン・管理・物性など、生コンクリートの生産現場が抱える数々の課題

に焦点を絞った研究論文、調査報告等 35 編が発表される予定です。 

  今回は、全国生コンクリート工業組合連合会の５つの常設委員会及びカーボンニュー

トラル対応検討特別委員会の活動報告も予定されています。 

  また、特別講演は、二羽淳一郎 東京工業大学 名誉教授に講演していただきます。併

せて、関係業者の「パネル展示会」も併設いたしますので、ぜひご参加ください。 

◎大会概要 

◆ 開催日：２０２３年４月１３日（木）、１４（金） 

◆ 会 場：日経ホール 

          〒100-8066 東京都千代田区大手町 1-3-7 

      1）JR 東京駅より徒歩 15 分 

2）東京メトロ大手町駅より徒歩 5 分 
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◆ 参加費：  

 大会参加形式 払込期日 組合員 組合員外・一般 備考 

A 
論文集を含む 

～3/31 8,000 円/名 
10,000 円/名 参加証をお送りします 

B 4/1～ 9,000 円/名 

C 論文集を含まない － 6,000 円/名  6,000 円/名 参加証をお送りします 

＊参加費は、郵便局 振り込みとさせていただきます。（指定払込取扱票、郵便局 ATM）。 

◎発表論文 

  研究論文、調査報告などの発表は、次の６つのセッションに分け、３５編が予定され

ています。詳細は、プログラム（案）をご覧ください。 

［特定課題１・スランプフロー］３編、［特定課題２・環境配慮］１０編、［試験］７編、 

［舗装］３編、［暑中］１編、［生コン］３編、［管理］６編、［物性］２編 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

◎記念講演 タイトル・講師 

「社会インフラを支えるコンクリート －世界の PC 橋から－」 

      二羽淳一郎 東京工業大学 名誉教授  

◎申込の詳細 

 前述の「大会概要」、及び添付の「参加申込票」をご覧ください。「参加申込票」はコピ

ーしていただき、振込受領証を貼付し、当連合会へ郵送 もしくは Faxしてください。 

案内書類等は、地区本部、工業組合、協同組合、認定共同試験場へ送付いたします。 

不明な点がございましたら、全生工組連事務局へお問い合わせください。 

 全国生コンクリート工業組合連合会 企画部 TEL：03-3553-7231 

以上 

 9：00 ～  9：05 開会挨拶 9：00 ～ 10：05 研究発表

 9：05 ～ 10：40 研究発表 　生コン・物性　５件

　試験　７件

10：50 ～ 11：45 研究発表 10：15 ～ 11：50 研究発表

　舗装・暑中　４件 　特定課題２：環境配慮②　７件

13：00 ～ 13：05 会長挨拶　吉野友康 13：00 ～ 13：30 委員会報告

（全国生コンクリート工業組合連合会） 　総務委員会

（全国生コンクリート協同組合連合会） 　共同事業委員会

13：05 ～ 14：10 記念講演

　二羽淳一郎　東京工業大学 名誉教授

14：10 ～ 14：40 委員会報告 13：30 ～ 14：50 研究発表

　技術委員会 　管理（労務・設備・品質）６件

　認定共同試験所委員会 14：50 ～ 14：55 閉会挨拶

　品質管理監査委員会

15：00 ～ 16：20 研究発表

　特定課題１：スランプフロー
　特定課題２：環境配慮①　　 ６件

2023年4月13日（木） 4月14日（金）

　カーボンニュートラル対応検討
　特別委員会


